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要 旨
本研究は、生涯学習社会の先進国とされるフィンランドの専門家へのインタビュー調査を
もとに、生涯学習社会におけるキャリア形成支援の課題とその対策を考察する基礎的、継続
的研究である。
考察にあたり、まずフィンランドにおける教育システムとガイダンス及びカウンセリング
サービスについて文献調査から整理した。その上で、フィンランドにおける現地調査では、
フィンランド労働組合中央組織（Central Organization of Finnish Trade Unions）、在フィン
ランド日本国大使館、フィンランド教育文化省（Ministry of Education and Culture, Finland）
を訪問し、専門家へのインタビューを実施した。
調査の結果、フィンランドの生涯学習社会としての課題としては、生涯学習に積極的に取
り組む人とそうでない人とのギャップ、そして成人が大学等に多く入学することにより、若
年層の学習機会を減らす可能性があるということが明らかとなった。またこれら課題に対す
るキャリア支援として、学習コースのオンライン化、教育カウンセラー、そして、子育て中
の女性とその家族への支援であるネウボラ、そして国としての教育システムの改革等がその
可能性として挙げられることが明らかとなった。
【キーワード】キャリア教育、生涯学習、フィンランド
1．はじめに
本研究は、生涯学習社会の先進国とされるフィンランドの専門家へのインタビュー調査を
もとに、生涯学習社会におけるキャリア形成支援の課題とその対策を考察する基礎的、継続
的研究である。
中央教育審議会（2008）によれば、国民の学習活動の促進は、国民一人一人が、充実した
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心豊かな生活を送り、また、職業生活に必要な知識・情報・技術等を習得・更新することに
より経済的にも豊かな生活を送ることを可能とするものであると述べている。また同時に、
このことは社会を支え発展させることができる国民一人一人の能力を向上させることにつな
がるものであり、これは、ひいては社会全体の活性化を図り、我が国の持続的発展に資する
ものである。我が国の現状及び将来を見据えると、生涯学習社会の実現の必要性・重要性が
ますます高まっているといえる、とも指摘している。
笹井・中村（2013）によれば、生涯学習とは人生の初期に集中していたフロント・エンド・
モデルの教育のあり方を問い直すとともに、生涯にわたり必要な時に学ぶことができる生涯
学習社会を展望した理念である。フロント・エンド・モデルに対応する生涯学習型のモデル
としてリカレント・モデルがある。笹井・中村（2013）は、リカレント・モデルは「柔軟性
を強調する生き方」が特徴であるとしたうえで、人々の中には「柔軟性を強調する生き方」
は嫌いであり、むしろ終身雇用制の中で安定した職業生活をまっとうしたいと考える人たち
がいることを指摘し、リカレント・モデルを前提とすると、生涯学習に積極的に取り組む人
とそうでない人との間に経済的なギャップが生ずる恐れを指摘している。
では、生涯学習社会におけるキャリア形成支援の課題とは他にどのようなものが考えられ
るのだろうか。そしてその課題の解決に向けどのような対策を講じればよいのだろうか。
そこで本稿では、生涯学習社会の先進国とされるフィンランドの専門家へのインタビュー
調査をもとに、生涯学習社会におけるキャリア形成支援の課題とその対策について考察する
こととする。
本稿の構成は以下のとおりである。まず第2節ではフィンランドにおける教育システムと
ガイダンス及びカウンセリングサービスについて文献調査から整理する。第3節では本研究
の方法について、第4節では調査結果を説明し、第5節にて本研究の知見とそれを踏まえた
考察、そして第6章にてまとめと今後の課題について述べる。
2．フィンランドにおける教育システムとガイダンス及びカウンセリングサービス
⑴ フィンランドにおける教育システム
まずフィンランドの教育システム概要を図1に示す。
図1は、フィンランドのメインストリームの教育システムの概要図である。フィンランド
では7歳～16歳までの基礎教育修了後の進路として、大きく普通高校と、職業学校の2つが
ある2。普通高校と職業学校修了後の進路としては、大学と応用科学大学と訳される職業訓
練に焦点を当てた高等教育機関が存在している。
2 Ministry of Employment and the Economy·Ministry of Education and Culture ·Finnish National Board
of Education·CIMO（2012）によれば、2010年の時点では、50％の生徒が普通高校に進学し、41％の生
徒が職業学校に進学する。また3％の生徒は10年生になる。5．7％の生徒は学習を続けず、0．3％の生徒
は義務教育を完了していない。
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フィンランド教育文化省のホームページによると、フィンランドの教育の中における基本
的な原則は、すべての人が高い品質の教育と訓練に等しくアクセスできるということである。
フィンランドでは、誰もが、必要な機器や教科書、通学、食事を含む基本的な教育を無料で
受ける権利を持ち、義務教育以降の教育も無料である。
⑵ フィンランドにおけるガイダンス及びカウンセリングサービス
Ministry of Employment and the Economy · Ministry of Education and Culture · Finnish
National Board of Education · CIMO（2012）によれば、フィンランドにおけるガイダンス及
びカウンセリングサービスは教育機関及び雇用経済省によって提供されている。
その概要を図2に示す。
図2の下段が教育機関におけるガイダンスとカウンセリングサービスであるが、ガイダン
スはそれぞれの教師とカウンセラーによって実施されていることが分かる。興味深いのは、
職業学校においては、生徒が職業訓練を受ける職場においても、ガイダンスやカウンセリン
図1 フィンランドの教育システム概要図
出所：http://www.oph.fi/english/education_system
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グを行うよう指定されている点である。またどの教育段階においても、ウェブでのガイダン
スが実施されている。
図2の上段は、雇用経済省が提供するサービスである。これらは主に成人教育において提
供されるサービスで、次の学習機会や仕事を探している人々に対するガイダンスやカウンセ
リングを提供している。フィンランドの成人教育は、教養成人教育と、普通成人教育、成人
職業教育・訓練の大きく3つに分かれている。教養成人教育は、生徒の興味や社会教育に基
づく多様な教育と訓練を提供しており、成人国民学校や成人教育センターなどで提供されて
いる。普通成人教育は、成人のための普通高校の教育を提供している。普通成人教育はいつ
でも入学申請ができ、個々人の学習計画に基づき実施される。成人職業教育・訓練は、就業
中の成人にも就業中でない成人にも提供される。
3．方 法
以上の文献調査と、本研究の中心となるフィンランドの専門家へのインタビュー調査は、
フィンランドにおける生涯学習へのキャリア支援にフォーカスし、下記の3つの教育機関の
専門家に対して実施することとした。
⑴ フィンランド労働組合中央組織（Central Organisation of Finnish Trade Unions）
フィンランド最大の労働組合中央組織。伝統的な産業やサービス業に従事する労働者が加
図2 フィンランドにおけるガイダンス及びカウンセリングサービス
出所：Ministry of Employment and the Economy·Ministry of Education and Culture ·Finnish National
Board of Education·CIMO（2012）
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入している。組合の中で、組合員への生涯教育を行っている。
⑵ 在フィンランド日本国大使館
⑶ フィンランド教育文化省（Ministry of Education and Culture, Finland）
インタビューでは、それぞれの教育機関の役割をおさえつつ、生涯学習社会としてのフィ
ンランドの課題と、それに対する有効な支援の在り方を探ることを目的として実施した。
4．専門家へのインタビュー調査結果
⑴ フィンランド労働組合中央組織（Central Organization of Finnish Trade Unions）
へのインタビュー調査
① 調査概要
調査日：平成27年11月21日（月）
訪問先：フィンランド労働組合中央組織
（Central Organization of Finnish Trade Unions）
対応者：Kirsi Rasinaho 氏（教育・労働政策専門官）
② 調査結果
〈フィンランド労働組合中央組織の概要について〉
まず、Kirsi Rasinaho 氏よりフィンランド労働組合中央組織の概要についてご紹介
いただいた。その内容について下記に示す。
フィンランド労働組合中央組織は、フィンランドの人口の約1／5にあたる合計100
万人の組合員を擁する、フィンランド最大の労働組合組織であり、20の関連組織から
成っている。加盟している団体の所属業界としては、林業やサービス業、中央政府及
び地方自治体等で、いわゆるブルーカラーの労働者が多く加入している。フィンラン
ドには他に、大学教員などの専門家が所属する労働組合の中央会と、ホワイトカラー
の労働者が所属する労働組合の中央会、また雇用主の労働組合等がある。以前は75％
の労働者が労働組合に加入していたが、若年層の加入率の低下により、現在の加入率
は70％程度になっている。フィンランドでは労働組合は生涯教育政策への影響力もあ
る。
〈フィンランド労働組合中央組織が提供する生涯教育の特徴〉
次に、フィンランド労働組合中央組織が提供する生涯教育の特徴を氏にたずねた。
氏によれば、フィンランド労働組合中央組織では、コミュニケーションスキルの開
発やコンピューターリテラシーなど、幅広い訓練を提供している。また特に林業に従
事する労働者は首都ヘルシンキではなく、遠方で就労する労働者も多いため、オンラ
インで訓練を受け入れる仕組みも整備している。また移民が増えていることもあり、
移民のためのコースも用意している。コースは、一部は無料で、その他は有料である
が、高額な料金ではない。人気があるのは短期のコースである。
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〈労働者への生涯教育の課題とその対策について〉
最後に、氏に労働者への生涯教育の課題とその対策についてたずねた。
氏によれば、大きな課題としては、教育や訓練を積極的に受ける労働者と、まった
く受けない労働者がいるということである。またある調査では、すでに高い教育を受
けている労働者に比べ、フィンランド労働組合中央組織に所属する労働者は、生涯学
習に参加する割合が低いという結果も出ている。傾向として、高齢の男性は生涯学習
や職業訓練に消極的、逆に女性は積極的に参加している、とのことであった。
対策としては、教育のコースを無料化したり、遠方で就労する労働者でも教育を受
けることができるよう、オンラインコースを充実させているが、それでも受けない労
働者も多い3とのことである。
⑵ 在フィンランド日本国大使館へのインタビュー調査
① 調査概要
調査日：平成27年11月21日（月）
訪問先：在フィンランド日本国大使館
対応者：中張有紀子氏（文化広報班長）、Johanna Uski 氏
② 調査結果
〈フィンランドの教育システム、生涯教育の特徴について〉
まず両氏に、フィンランドの教育システム及び生涯教育の特徴についてたずねた。
フィンランドでは、小学校・中学校・高校のカリキュラム等については国家教育委
員会が、大学の運営については教育文化省が管轄している。
フィンランドにおいて生涯学習が盛んな要因は一つではないが、特徴的だと感じる
ことは下記の2点である。まず、メインストリームの教育を継続できる仕組みとして、
一定期間働くと学習休暇を取得できる仕組みがある。もちろん所属している企業や団
体によって制度は異なるが、半年から1年以上取得できるケースもある。こういった
休暇を利用して、社会人が大学院等に進学するケースが多い。2点目として、メイン
ストリームの教育を継続する以外にも、フィンランドでは残業が少なく、余暇の時間
を確保しやすいため、人々は非常に多趣味であり、自分の人生を楽しむことに優れて
いる。成人教育センターでは、語学やコンピューターなどの教育を安価に受講するこ
とが可能であり、週末の時間を利用して受講する人も多い。また労働組合や失業保険
の制度においても、多くの学習や職業訓練の機会が提供されている。
3 フィンランド労働組合中央組織のホームページによると、毎年の訓練参加者は約5万人である。また
同じくフィンランド労働組合中央組織のホームページでは、労働者の訓練参加を促進させるため、180
名の教育カウンセラーを配置しているとある。教育カウンセラーは労働者に対して、アドバイス、指導、
サポートすることにより、職業訓練への障害を克服する手助けをする。また現在、180名の教育カウン
セラーのネットワークを構築し、教育における指導やカウンセリングの改善をめざしているともある。
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〈生涯学習を推進する取組みについて〉
次に両氏に対して、生涯学習を推進する取組みについてたずねた。
両氏によれば、フィンランドでは共働きが一般であるが、女性の学習意欲が非常に
高い。働く女性への支援として、近年、海外から注目され、視察が増えているのがネ
ウボラ（neuvola）4である。ネウボラとは妊娠期から就学前までの子供と家族も含め
た心身面のサポートを提供する仕組みのことであるが、こうした子育て中の女性に対
する手厚い支援が、女性のフルタイムでの就労や学習意欲の醸成に繋がっている可能
性はある。
また同じく近年視察が増えているのがアールト大学である。アールト大学はフィン
ランドにあった工科大学、経済大学、美術大学が合併してできた大学である。それぞ
れの専門知識を持つ学生が一つの場所で協働して学び、新しいビジネスなどを創造で
きる、いわば人材の融合を目的として運営されている。こうした新しい取り組みも、
継続して学び続ける人材の輩出に繋がっていくのではないか、とのことであった。
⑶ フィンランド教育文化省（Ministry of Education and Culture, Finland）
① 調査概要
調査日：平成27年11月22日（火）
訪問先：フィンランド教育文化省（Ministry of Education and Culture, Finland）
対応者：Petri Haltia 氏（教育カウンセラー）
② 調査結果
〈フィンランドの成人教育について〉
Petri Haltia 氏には、まずフィンランドの教育システムについて簡単にご紹介いた
だいたのち、フィンランドの成人教育についてご説明いただいた。
フィンランドの成人教育には、普通高校教育、成人職業教育、成人高等教育といっ
たメインストリームの教育のほかに、教養成人教育と労働市場トレーニングの2つが
ある。教養成人教育は、成人国民学校やサマーユニバーシティ、学習センター、スポー
ツ施設、自治体、労働組合などで提供されており、言語やコンピューターなどのコー
スが人気である。いわゆる趣味的なコースも多い。一方、労働市場トレーニングは失
業中の人や失業のリスクがある人を対象に提供される。成人教育にはそのほか、各企
業が従業員に対して実施するスタッフトレーニングがあるが、そのトレーニングを自
社で運営するのは大企業が多く、中小企業は、スタッフトレーニングのほとんどをア
ウトソースする傾向がある。
25歳から64歳までの人で生涯学習をしている割合は、2010年度23．0％、2015年度で
4 ネウボラについては、フィンランド大使館のホームページにもその概要が掲載されている。（http://
www.finland.or.jp/public/default.aspx?contentid＝332415）
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は25．4％であった。スゥエーデンの29．4％、アイスランドの28．1％、スイスの32．1％
などには及ばないが、イギリス（15．7％）などに比べると非常に高い数値となってい
る。また直近12カ月で生涯学習に参加した人の割合は55．7％となっている。
〈フィンランドにおける生涯教育の方針について〉
次に氏に、教育文化省が考えるフィンランドにおける生涯教育の方針についてたず
ねた。
氏によれば、まず大前提として、フィンランドにおける生涯教育は成人教育のこと
だけを指すのではなく、義務教育から成人教育まで、すべての段階における教育全て
を含んだものである。
また近年のフィンランドにおける教育システムは、「フレキシビリティ」をその目
的としている。例えば、義務教育における7～9年生の時に、生徒は必須でキャリア
カウンセリングを受けることになっている。また全員が2～3週間のインターンシッ
プにも参加し、普通高校に進学するか、職業学校に進学するか、もしくはそのどちら
も選ばないかを選択する。しかしこれは決定的な選択ではない。フィンランドの教育
システムは、生涯にわたって、キャリアを変更しやすいシステムになっている。
〈フィンランドの生涯教育における課題と生涯学習意欲を醸成するキャリア支援につい
て〉
最後に、フィンランドの生涯教育における課題とフィンランドで実施されている生
涯学習意欲を醸成するためのキャリア支援についてたずねた。
氏によれば、フィンランドではメインストリームの教育が無料であることから、多
くの社会人が、学校を卒業し職業を経験した後で、大学や応用科学大学等に入学する。
これが若年層の入学を阻害している面もあるとのことである。フィンランドの大学は
全て公立で、現在14校と非常に数が少ないため、入学できる定員も限られている5。
多くの社会人が大学を受験することで、若年層は大学に入学するまでに数年かかるこ
とも多い。
次に、生涯学習意欲を醸成するキャリア支援だが、まずフィンランドでは well-being
の実現に教育は重要な役割を担っていると伝統的に考えられており、その影響で、教
師は非常に尊敬される職業の一つとなっている。そういった国全体の伝統に加え、2009
年に政府より、大学において、学校教育から生涯教育への意向についてプロモーショ
ンしていくべきだという指針が出された。これにより、大学を卒業しても、さらに学
び続けることへの動機づけを大学教育の中でも行うようになってきている、とのこと
5 フィンランド大使館のホームページによると、フィンランドの高等教育は大学とポリテクニック（応
用科学大学）の二つから構成され、大学は14校、ポリテクニックは24校。2012年、大学入学を希望者し
た76819人のうち入学許可を得たのは22815人、ポリテクニックは入学希望者が102595人、うち、37404
人が入学許可を得たとのことである。
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であった。
5．考 察
本研究における現地調査にて明らかとなった、フィンランドの生涯学習社会としての課題
と、それに対して取り組まれているキャリア支援は下記の2点である。
第一に、まさに笹井・中村（2013）の指摘する、生涯学習に積極的に取り組む人とそうで
ない人とのギャップが生じ、課題として認識されていた。教育文化省でのインタビュー調査
より、フィンランドの教育システムは「フレキシビリティ」を目的としており、この点も笹
井・中村（2013）のいうリカレント・モデル（柔軟性を強調する生き方）を実現できる教育
システムになっているというる。しかし特に、フィンランド労働組合中央組織におけるイン
タビュー調査において、生涯学習に積極的に取り組む人とそうでない人とのギャップが実際
に大きな課題となっていることが明らかとなった。フィンランド労働組合中央組織では、す
でに高い教育を受けている人に比べてフィンランド労働組合中央組織に加盟している人（多
くはブルーカラー労働者）は生涯学習に参加する割合が低いという調査結果が指摘されてい
た。さらに、フィンランド労働組合中央組織に加盟している人の中でも、高齢の男性の参加
割合が低く、女性が高いという指摘もあった。生涯学習に対するキャリア支援としては、学
習コースのオンライン化、教育カウンセラー、そして、子育て中の女性とその家族への支援
であるネウボラの等が考えられるが、その効果が十分に発揮されているのかは明らかでない。
第二に、成人が大学等に多く入学することにより、若年層の学習機会を減らす可能性があ
るということである。特に、フィンランドやデンマークなど大学数の少ない国では起こり得
る課題であると考えられる。この課題に対してフィンランドでは、政策的な対策をとってい
くとのことであったが、成人への学習機会を確保すると同時に、それが若年層の学習機会を
減らすことがあることに注意しなければならない。
6．まとめと今後の課題
本稿では、生涯学習社会の先進国とされるフィンランドの専門家へのインタビュー調査を
もとに、生涯学習社会におけるキャリア形成支援の課題とその対策について考察した。
フィンランドにおける現地調査では、フィンランド労働組合中央組織（Central
Organization of Finnish Trade Unions）、在フィンランド日本国大使館、フィンランド教育
文化省（Ministry of Education and Culture, Finland）を訪問し、専門家へのインタビューを
実施したが、フィンランドの生涯学習社会としての課題としては、生涯学習に積極的に取り
組む人とそうでない人とのギャップ、そして成人が大学等に多く入学することにより、若年
層の学習機会を減らす可能性があるということが明らかとなった。またこれら課題に対する
キャリア支援としては、学習コースのオンライン化、教育カウンセラー、そして、子育て中
の女性とその家族への支援であるネウボラ、そして国としての教育システムの改革等がその
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可能性として挙げられることが分かったが、これら支援の効果までは調査することができな
かった。
この点については今後の課題として研究を継続し、生涯学習社会における効果的なキャリ
ア支援を検討していきたい。
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